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飯 田下伊那地 区内 には大小 多数 の古墳 が各地 にあ って丘上 に円頂の まん じゅ

型の美 しい姿 をみ る事 がで きる。殊 に天竜 川の西側 の段 丘 には、竜丘、松尾 、

座光寺 、高森 、松 川 と点 々 と古墳 が分布 してい る。今 回報告 す るこ とになった

妙前古墳 は私 も何 回か見 たこ との あ る所謂十六塚 といわれ る地域 にあ る。 この

付近 は され いな円墳 がい くつ も並 んで立 派 な もの であった。最近 になって畑 に

す るため円形 が小 さ くなった り、円頂 が不分 明になった り、時代 といいなが ら

残 念 に思 っていた。 この古墳群 の なかで妙前 3号古墳 は一 番 目につ く大 きな古

墳 で あった。最近 の住宅 その他 の建 築 で この古墳 の周縁 に も住宅 が建 て られ破

壊 さ れ る恐れ を生 じた。

そこで文化庁・県 とも協議 し、国の補助事 業 と して発掘調査 す るこ とに した。

この報告書 にあ るように立 派 な古墳 で 剣 、大刀の類 、鉄 鏃 、鈍 、殊 に珍 ら しい眉

庇付 冑、その他 多数 の出土品の あ ったこ とか らうかが うこ とがで きる。 この古

墳 の形 や出土 品によって五世 紀の中 ようか ら後半 にかけての もの であ る といわ

れく当地方 の当時の住 民の生 活 、文化 を物語 る貴重 な資料 とい うこ とがで きる。

この発掘 に当 っては調査 団長 の大 沢和夫氏、調査主任 の佐藤甦信 氏の苦心 と

努 力、並 びにその他 の調査員 に敬意 を表 し、県文化課の今村 、桐 原、神村の各

指導主事 の御指導 に御礼 申 し上 げ、国学院大学 の大場磐雄先生 、明治大学 の大

塚初重先生 、小林二郎先生 の御協 力 に対 して厚 く御礼 申 し上 げ ます。

日召希日47書13月

飯 田 教 育 長

矢  亀  勝
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例

1。 本書 は昭和46年度 国の補助事業 と して長野県飯 田市松尾妙前 3号古墳 の発     l

掘調査報告書 であ る。

2.本 書 は報告書作成 の期 限があ り、 この ため一部の遺物 につ いては充分 な検

討 が なされ ない面 もあったが、内部構造 につ いては大塚初重 、小林二郎 の両

氏 が、遺 物 につ いては大場磐雄 、大塚初重 、小林二郎 の三 氏の指導 を得 た。

3.執 筆 は、環境 、埴輪 、ま とめ を大沢和夫 が、調査経過 、外部構 造 、内部構造 、

遺物 、妙前 3号古墳 の築造年代 を佐 藤甦信 が分担 した。

4.外 部構 造、内部構 造の図面 と、遺物の実 測図 は金子真士 、松 田真一 、藤野

龍宏 が製 図 した。墳 頂部平面図、遺物 出土状 況図の数 字 は墳頂 P点 を 0と し

た深 さをの で表 わ してお り、縮尺 は図 に示 してある。

5.埴 輪 の実 測図 は遮那藤麻呂氏の協 力 を得 た。

6。 写真撮影 は佐藤 が担 当 し、遺物写真 は木下平 八郎氏 に労 をわず らわ した。

7.編 集 は佐藤があたった。

8。 発掘調査後の古墳 は、調査前の姿に近 く復原 し、保存 した。

口



I   環

東に赤石山脈が螢 え西に木曽山脈が連 な りその中央 を天竜川が南流 し、両岸 に河岸段丘が発達 してい

るのが伊那盆地であ り、その中心の都市が城下町飯 田である。長野県飯 田市松尾 (旧 松尾村 )は 天竜川

の西岸 にあ り、幾多の小段丘 によって次第に西方 に高 まっている地帯 で、縄文時代の遺跡は比較的少な

いが、弥生時代・古墳時代の遺跡は豊富 な所 である。長野県弥生時代 の標準 となっている寺所式土器 は

この地区 より出土 したものであ り、古墳 は面積 9扇の小地域 内に65基 を有 し、特に前方後円墳 は御射山

獅子塚 。おかん塚 。`天神塚・姫塚・羽場獅子塚 。水城獅子塚・代 田jlT子 塚・代 田山 2号墳の 8基 をもち、

長野県全体 より見て も古墳密集地帯 である。市村成 人はこれを 6集群 にわけていがP西方高地群na。 上

毒群09・ 妙前群 l171・ 水城群(0・ 代 田上毛賀群 (5)・ 下毛賀群(η がそれである。()の 中の数字 は古墳数。

今回調査 した妙前大塚 は最大の集群の妙前群の盟主である。

妙前は北 に飯 田松川が流れ、東は 8π 落差の段丘崖 をもって新井大石部落 に接 し、南は寺所の低地 を

控 えこのあた りは弥生時代遺跡地帯 であ り、海抜408π を算す る。 ここより高い西は羽場金棒の段丘が
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図 1 妙前 3号古墳位置図 (× 印 ) 1 :25,000
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あ り、この高距10π を算 し、段丘の端 に羽場獅子塚 があって妙前 を見下 してぃる形 となっている。妙

前 はこの ようにほぼ東西に連 なる台地 で妙前原 とも言われている。 ただ北の松川 との高距は 2～ 5π

で、かつて松川の侵蝕があまり進 んでいなかった時は、羽場獅子塚下 あた りは洪水の時には松川の水

が妙前原の西 を横切 って寺所鳥屋場の地区に流れたであろうことは今 日の地形 よりも、 うなづかれ る

し、時には妙前原全体 に松川の水が流れたこともあろうことは土質が砂質である点 よりも考 え得 られ

る。

妙前原には今 日墳丘の明 らかな古墳が 7基あ り古 くより注 目されていたことは、江戸末期天保年間

に松沢義章 によって著わされた州羽国古陵記 に、

「妙善原 卜云フ地二十六塚 卜云 ヒテ塚十六有 シカ、何 レノ頃 力毀 テ六今ハ十計 り存 レルハカ リ也。

何 レモ円ナル塚 ニ シテ大ナルハ径 几三丈計 り、小ナルハ径二丈余ナ リ、此塚 ヲ毀チタル者子孫 ノ絶タ

ルモ有テ今里人等 力云 ヒ伝 ユルコ トモ数 ア リ」

と記 されていることによって も明 らかである。

今 日妙前原には数基の墳丘 をもつ古墳 を残 しているが、その外に湮滅 して しまったもの もある。 それ

らを記せば次の如くになる(P

l号墳  大塚 の西北 50π の地 にあ り水 田中 に高 さ1.2π 、 径 10π の墳 丘 が残 っていて、今 日畑 と し

て利用 されている。

2号墳  大塚 の西20π の地 にあ り、高 さ 2π の墳丘 でぁ るが、西半分 を住宅 の ため削 りとられ半 円形

を呈 してい る。

3号墳  本古墳 であ り所在地 は飯 田市松尾 6236番 地 であ るが、詳細 は後述 す る。

4号墳  大塚 の東南28π の地 にあ り、高 さ3.5π 、 1辺 20π の方墳 ら しく見 えるが、 これは西方 よ り

削 りとられ たため であろ う。坊主塚 と呼 ばれてい る6里 人の言 にこの墳丘 は土質の関係 で木 力浅 らず に

草のみ であ るか らか く名づ けた との こ と。畑の中 に立 ってい る。

5号墳  4号 墳 と道 を挟 んで立 ってい る古墳 で、墳丘上 には桜 。くぬ ぎな ど茂 って い る。 東側 に丸 山

氏墓地 があ るため形 は20× 17π の楕円形 をな し、高 さ 4π 。須 恵器 の 出土 した こ とを下伊那 史 は報 じて

い る。

6号墳  高 さ2.5π 、 径 5π の墳丘 をもつ。頂上 に雑 木 が茂 り、形 はか な り後世 に変形 させ られてい

る。鋤柄一 統の墓地 で、宝暦 11年 の 日本廻 国供養塔 その他 が建 て られてあ る。

以上 3.4.5.6号 墳 はほぼ一直線 にな らび、その方 向 は S50° Eと な ってお る。 また間隔 も30π 前後 と

大体一定 してい る。

7号墳  高 さ0.8π 、径 8π 位 の低 いマ ウ ン ドが残 ってい る。梅 が植 え られてお り、 三 方 が墓地 とな

つているっ大正年 間 に石室 が破壊 され土師器 、須 恵器 、人骨 が発見 され た と下伊那 史に記 されてい る。

8号墳  康 野氏 。小林 氏の墓地 のある ところでやや小高 くな ってお るが、付近 に古墳石室用 と思 われ る

巨石 が横 たわ ってい る。一部 に児童遊 園地 が設 け られ てあ る。

9号墳 (庚 申塚 )妙 前原 を東 へ下 ってい る道 の北側 にあ り段 丘 の端 に近 い。昔 は もっ と大 きかった

が、道 を拡 張す る際 か な り削 りとられ た とその地方 の 人が語 る。塚 は0.5π 位高 くなってお り、庚 申像

の碑 2、 双体 道祖神 ・念仏塔 。南無 阿弥陀仏 (徳 本書 )等 20基以上 の石碑 が南面 して立 て られてい るが 、

この石碑 に古墳 の石室 の石 を利用 した もの も多い ら しい。

10号墳  庚 中塚 の北方70π 、桑 が植 え られてお り、中央 に小祠 が あ り大 きい石 の上 に まつ られ てい る。

- 6-



図 2妙 前古墳群図



高 さ lπ 、径 13π の小高 い所 と して残 されてい る。 この あた りに墓地 が 多い。

11号墳  文 化 11年 の梵字 の碑の立 ってい る所 が古墳址 であ る と下伊 那 史 に記 されてい る。

12号墳  新墓地 の一部 に馬頭 観世 音 な どの石碑 が立 ってい る。 ここに昔古墳 の あった こ とを土民 は語

ってい る。

13号墳  小島洋志氏宅 の前の畑 中に径 2π 位 の高 ま りが あ り、 その上 に桑 が生 えてい る。 ここよ り発

掘 した土師器 と須恵器 片は松尾小学校 に所蔵 されてい る とい う。

14号墳  飯 田屠殺場 の塀 に接 してその南 にあ った。やや小高 くな ってお りそ こにあ った桑 を抜 いた時

鉄刀が出土 した とい う。昭和 40年頃塀 を作 る時 この塚 は破壊 されて しまった。

以上 が大塚 と同 じ面の妙 前原 に有 った古墳 であ るが、大塚 と関係 あ る もの に妙 前原 よ リー段 高 い段 丘

の端 に立つ羽場 獅子塚 が あ る。 これ は大正 12年 には明 らか に前方後円墳 の形 を示 して いたが、 その後前
(3)

方部 は削平 され畑 とな り後円部 だけ となって しまった。 今 日径20π 、高 さ2.5π の円墳 とな り

頂上 にあべ まきの巨木・姫子松が立 ち、小祠が祀 られている。前方部のあった所 は昭和45年 より上溝児

童遊 園地 となっている。東方、北方の眺望の良い所であ り葺石 らしいものが残 っているが、出土遺物の

ことは聞いてない。或いは未発掘か も知れない。

注1.下伊那史 2巻 353頁

注2.以 下筆者の実地踏査 と下伊那史 2巻 とによる。

注3.下 伊那史 2巻 377頁

Ⅱ 発 掘 調 査 経 過

飯 田市松尾の松川沿岸の地域 は近年都市化が急速 に進み、飯 田卸売団地の建設 をは じめ工場の進 出、

宅地造成が各所 にみ られ るようになっている。妙前古墳群のある地域 も工場の進出がめだち、住宅建築

も進め られている。 この ような現象は妙前古墳群 の破壊 にとつながるものであ り、かつで屠畜場建設で

は古墳 1基 が破壊 され、妙前 2号墳 は宅地造成のため、いつの間にかその 1部が削 りとられている。 そ

して妙前 3号墳 もその犠牲になるにいたった。

妙前 3号墳の所在地がは じ%て 宅地のため売買 されたのは昭和43年 である。 この 8月 に買取人の代理

者 は古墳 を破壊 して宅地造成す るため に発掘届 を市教委 に提出 している。市教委 はこれに対 し書類 を一

応受理 しているが、妙前古墳群の主座 として保存す るよう要望 しているが、地主の強い発掘の要望があ

ったため、再三 にわた り地主 と県教委社会教育課林茂樹指導主事、市教委、佐藤 との間 に話 しあいが も

たれ、地主 も発掘調査が簡単 に行 なわれないことを了解 し保存す ることになった。

しか し、この後古墳所在地は二転、三転 と転売 され現地主の手に移 った。昭和45年 には宅地造成がな

され、住宅 と作業場 が古墳の北側 に建築 された。 この時墳丘の北側の 1部は削 り採 られ、 また墳頂近 く

の東側の 1部 は開墾 され野菜がつ くられるようになった。 このため葺石が除かれ、埴輪片の多 くも掘 り

出され る状態 になった。 この ような状態が続けば、古墳 は破壊の一途 をたどるとみ られた。

このため昭和46年 1月 県教委 は飯田市 に対 して昭和46年度文化財補助事業計画 として発掘調査 をすす

め るよう指導があ り、この線にむかって計画がすすめ られ、 7月 9日 には補助事業 に対す る文化庁 の内
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定 が あ った。

古墳 の周囲 は水 田の ため稲刈 後 でない と調査 はで きず、H月 になって発掘 を行 な うこ とを決め 発掘

調査 にあたって飯 田市教育委員会 と地主小島洋志 との間 に次の ような契約 が結 ばれた。

飯 田市松尾妙前古墳発掘調査記録保存事業に係 る契約書

飯田市松尾6236番 地妙前古墳 (第 3号墳 )(以 下「古墳」 という)の 埋蔵文化財発掘調査記録保存

事業の実施 に際 し、古墳の保護、保存のため、発掘調査記録保存事業者、飯 田市教育委員会 (以下

「甲」 とい う)と 古墳の土地所有者飯 田市松尾6238の 2番地小島洋志 (以下「乙」 という)と の間

に次の ように契約する。

言己

1.発 掘調査記録保存事業に係 る事業費の負担は甲が負 う。

2.乙 は 、発掘 された出土遺物の処置について、文化財保護法の 目的に副 い、乙に帰嘱す る埋蔵文

化財 に関す る権利 を放棄す る。

3.乙 は、発掘調査以後、古墳の保護、保存について充分留意 し、原型 を破壊することな く土地 利

用 をはかる。

4.乙 は、発掘調査以後古墳の土地 に係 る権利 を転貸又は、売却 しない。

5。 この契約 に定めのない事項又は各条項 について疑義 を生 した場合 は、甲乙協議 して定め る。

この契約の締結の証 として、本書 2通 を作成 し、甲乙捺印の うえ各 自一通 を保有す る。

日召希口4 6`手 1 0月 9日

飯田市飯 田上2534番 地 飯 田市役所内

飯田市教育委員会

飯田市松尾6238の 2番地  小島洋志

10月 14日 には古墳の周囲に関係す る地主 との間に発掘調査協力打合せ会が もたれ、発掘 にあたって周

囲の土地使内について了解 が得 られて本格的な準備 がすすめ られ、11月 20日 より調査 にかかることにな

つた。明治大学文学部史学研究室 に学生の応援 を依頼 したところ、11月 19日 には金子、松 田、藤野の 3

名が来飯す る。

調査 日誌

11月 20日 (晴 れ)墳 丘の実測 を行 なう。市農林課 より3名 の応援 あ り。午後、地主の主催する奉告

祭 を神事 で行なう。調査 グリッ ド図 を作成、 2π × 2彿 の グリッ ドを墳頂 P点 を中心 に南北、東西 に切

り、 E、  S、 W、  N列 とし、墳頂 より 1、  2-― ―列 とした。

11月 21日 (晴 れ)器 材運搬、墳丘上の上物除去、テ ン ト張 りをな し、 SE面 にグリッ ドを設定 し発

掘 に とりかか る。 Sl列 はE3よ り、 El列 は S2グ リッ ドより全面の表土 を排除 してい く。 SlE4

S4E4、 SlElグ リッ ドに葺石が発見 され、各 グリッ ドより埴輪 片が検出される。 また、上層部 よ

り鬼高期の土師器片の僅 か と須恵器片 1点 が中世 、近世 陶器片 と伴出 した。

11月 22日 (晴れ) SE面 の S2列 を残 し全面の表土排除にかかる。大 きな木の株があ り、掘 りとり

に苦労する。葺石上 には埴輪片が多 くみ られる。 また葺石の間 に長芋があ り、戦時中開墾 して培 ったも

甲

乙
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のの残 りとの こ とであ り、 この ため葺石 の乱れ もみ られ た。

SlE7の 墳丘裾 部 は葺石 が急傾斜 とな り石垣 ともみ られ る。 さ らに この下 は ロームで段 がつ きE8

ク |゙,ソ ドでは砂層の落 ちこみがみ られ、東 にの びてい るこ とが確 かめ られ た。

11月 23日 (晴 オt) SE面 の葺石 の検 出、 S4、  5、 E6に 埴 輪 片特 に多 し、 El列 S5, 6,7の

ITイ iは 大 きな石 を用 いてあ り、葺石 もしっか りしてお り横 穴石室 の存在 も予 想 された。

Sl列 E3～ 7グ リッ ドの葺 石実 測 をは じめ る。

11月 24日 (晴 れ ) SE面 の葺石 の清掃 、写真撮影 、 Sl列 E3～ 7グ リッ ドの葺石実 測 、セ ク シ ョ

ンを とる。午 後 よ りNW面 に グ リッ ド設定 、調査 にかか る。 Nl夕llW 2～ 7グ リッ ド、Wl列 N2～ 4

グリッ ドを掘 る。墳頂部 NIW2で まわ りを粘土 で固め る配石 があ り、鉄板 片が検 出 され、 N2Wlグ

リッ ドには埴 輪 片が 多 くみ られ、 NlW5～ 7グ リッ ドに葺石 が検 出 され る。

11月 25日 (晴 れ ) SE面 の葺石実測 にかか る。 NW面 の調査 をすすめ る。墳 頂部 に金鋼製 品が検 出、

冠 か ともみ ′)れ た。 つ いでヤ リガ ンナの完形 品、鉄鏃 が検 出 され、墳 頂北側 には埴輪 片が 多 くみ られた。

この ため墳 1頁部 の調 査 を後 に し、 NW面 の墳 頂部 を除 く全面の表土排 除 に力 をいれ る。

11月 26日 (晴 れ ) SE面 の葺石実測 を続 け る。 NW面 の葺石 の検 出、葺石 は墳 頂 よ り1.5π ～ 2π

lよい 地ヽ 点か ら裾部 にまであ り、 N5列 よ り北 はか って桑 畑 となって いた ところで葺石 は除去 され てお り

Nl列 以 外 には荒れ た面 が 多 くみ られ た。

11月 27日 (晴 れ ) SE面 の実 淑Jを 終 わ り、 El列 の上1部 セ ク シ ョンを とる。 S2E5～ 7グ リッ ド

の未調査部 と SE面 に続 く葺石調査 の ため NlE2～ 7グ リッ ドを拡 張調査 をは じめ る。 NW面 の葺石

il∵ 編:を 糸冬わ る。

11月 28日 (晴 くも り) NW面 の Nl列 の葺石実 測 、上部 セ ク シ ョンを とる。 SE面 の未調査部 とN

lE2～ 7グ リッ ドの拡 張部 の発掘 を終 わ る。 NlE7の 墳丘裾部 の葺石 は急傾 斜 をもち石積 状 にな る。

前 に発見 され た墳 丘東側裾部 に続 く砂層の落 み部 の調査 にかか り、 SlE9～ 10と 掘 りすすめる。砂

層の落 ちこみ は緩 い傾斜 をもち段 々に深 くな り、 E10では地表下 180"と な り埴輪 の流 れ込 みが 多 く発

見 され、 さ らに深 くなって東 に続 く。

葺石全面撮影 の ためヤ グラを用意 し、 たて る。

11月 29日 (く も り雨 ) 葺石 の全面写真撮影 をなす。 S5～ 7Elグ リッ ドの葺石 をはず し下 に掘 り

すすめ るが横 穴式石室の存在 な し。墳頂部 の調査 にかか るが雨 とな り、午後作業 中止 する。

11月 30日 (く もり時 々小 雪 )墳 頂部 の調査 、直刀 1回 、剣 2回 、鉄鏃 1東 (26本 )そ の他鉄鏃 の出

土 をみ る。

NlEの 拡張部 、 S2E4～ 7の 葺石実測 、 Sl列 の墳丘東側の落 ちこみ部 は ます ます深 く、 E loか

',急
に深 くな り周浬 の存在 を確 かめ る。 Ett S 4～ 7グ リッ ドを断面調査 の ため掘 りこみ を続 け る。

12月 1日 (晴 れ 風強 く寒 し)墳 頂の調査 、直刀 1日 、剣 1回 が並 んで出土 し、撃 1、 鉄鏃 の出土

をみ る。周浬 の調査 は E llで 、地表下270の とな りなお東 に続 く。流入 とみ る埴輪 片多 し。 El列 の断

1白 i調査 をすすめ る。 もとの地表面 に周囲の砂 を盛 り上 げ、 その上 に水成 ローム を含 む表土 を盛 り、墳丘

を 1咽 めつつ構 築 した過程 が解 って くる。 S5W2と W4グ リッ ドを掘 りSW面 の葺石状 態の調査 にかか

る。

12月 2日 (晴 れ )墳 頂部 の調査 、北 東面 よ リガラス丸 玉 、管玉 を検 出 し、墳 頂の外周部 に埴 輪 の底

部が立 った状 態 で多 く出土 し、埴 輪 の配置 され た位 置 を確 かめ るこ とがで きた。

川 ,皇 の調査 は EHの 東側 で底部 が上 が ってい く状 態 を確 かめれ たが、。これ以上 東側 は用地 の関係 で調
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査 は断念 した。最深部 は地表下304の とな り規模 の大 きな周浬があったもの と推定 された。ついで Sl
E5～ 7の 葺石 を除 き断面調査 にかかる。裾部の急傾斜 をもつ石積状の部分 には埴輪片がはさまれてお

り、後世 に造 られた もの と判明 した。 ElS7～ 8グ リッ ドを断面調査のため掘 りさげる。W4S4～
6グ リッ ドの調査、葺石 は大 きな石 を用いており、裾部の石 は除かれ外周の石垣 に使用 さ4て いた。

12月 3日 (晴 くもり、午後 より時々小雨)墳 頂部調査、鉄板 片の多 くと平根鏃 を検出、両刃の尖根

鏃 4本 が一括 して出土す る。断面調整のため S軸一 ElS4～ 8グ リッ ド、 EttS l E 4～ 8グ リッ ド

の掘 りこみ を続ける。 S軸 は深 さ 3つ とな り危険防止のため これ以上の掘 り込み を中止する。

12月 4日 (晴 れ)墳 頂部の調査、鉄斧 1個 、鉄板片、鉄鏃の多 くの出土 をみ る。上部の石組 を清掃

す る。 S軸のセクションをとり、 E軸、W軸一 NlW5～ 8グ リッ ドの掘 りこみ をすすめ る。

12月 5日 (晴 れ、 くもり)墳頂部上層の石組写真撮影 、上層の礫の石組 をはず し調査 をすすめ る。鉄

鏃 、鉄板 片、金鋼板の多 くを検 出す る。

E軸、 S軸の断面調査、セクションをとる。 El,2 S4～ 7グ リッ ドに斜 に巾 lπ の トレンチ を掘

りこみ調査。 ES面 、 SW面 に横穴式石室の存在 しないことを確認す る。

12月 6日 (く もり、午後雨 となる)墳頂部の調査 、鉄板 片、鉄鏃 の出土あ り、 N軸一WlN3-5の

断面調査のため掘 り込み を行 なう。調査終了の E・ SoW軸 トレンチ調査部の埋め戻 し作業 を行 ない、

墳丘周囲 に低 い石垣 をつ くり、土の崩れ を防 ぐ。

12月 7日 (朝 、雪わずかに積 る。終 日雪荒れ寒 し)墳頂部の調査、直刀 2回 が方向 を逆 に して重 な り

この下 に剣が二つ折 りに したの を並べた状態で出土 し鉄鏃 1東 (26本 )が検出され、作業終了間近 かに

眉庇付冑、矛、金鋼板が 1括発見 され る。

断割 り部の埋戻 し作業 を続け、ベル トコンペア 2台 を用意す る。

12月 8日 (く もり、晴、寒 し)墳頂部の調査、主体部 は河原石 を並べ粘土で固め るもの とみ られるが

遺物の出土か らみ ると不明の点が多 く詳細 に調査 を続 ける。明治大学小林二郎講師の指導 をうける。

墳丘の埋戻 し作業、ベル トコンペア 2台 を使 い SE面 よりは じめ る。

12月 9日 (晴 れ、寒 し)墳頂部の調査、眉庇付冑をとり上 げる。矛 。金鋼板、剣の先端部が 1括出土、

冑の下 には埴輪 片が 1点 入ってお り、出土 した地層 は黒土で、砂層 に穴 を掘 って埋めたもの とみ られ、

後に移 された痕跡 をもつ。

判明す る主体部の東 と西 に平行す るA・ B・ 直角 となるCの 巾30"の トレンチ を設け細密 な調査 にか

かる。

SE面 の埋戻 し作業 を続行す る。

12月 10日 (晴 れ)墳頂の調査、 A、 B、 Cト レンチ と主体部の細密調査 を続ける。主体部 に鉄片 と酸

化鉄が検出され るが、 トレンチ内 よりの遺物は封土築成の際運 ばれた弥生期の土器片、打石器である。

NW面 にベル トコンベア を移 し、墳丘の埋戻 し作業 を続ける。

12月 11日 (晴れ)主体部 を中心 に平行する トレンチ 1本 、直角 に切 る トレンチ 3本 を設け調査 、主体

部の構造 を確 かめ、墳頂部 の調査 を終 え、墳頂部の埋戻 しにかかる。調査前 より52.5"高 さは低 くなる

が墳丘の復 旧を終 え、現場 における調査 を完了 し、テ ン ト、器材の撤収 をなす。

その後、遺物の整理 をな し、 3月 6日 に金子、松 田、藤野が来飯、 3月 16日 まで遺物の実測図作成 を

なす。 3月 15日 国学院大学の大場磐雄先生が来飯 、遺物 についての指導 を受 け報告書作成にかかる。

報告書作成段 階で明治大学の大塚初重、小林二郎両先生の指導が得 られた。
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Ⅲ 古墳の外部構造

:.墳 丘の現況 (図 3)

下伊那史第二巻 には「群 中 (妙前古墳群 )最 も大規模 で殊 に目立つ円墳一一現存の封土 は東西の径

23.3π 、南北の径30.3π 、高 さは4.8～ 6.3π 略々完全 なる円形 を保有す るが、頂上 は芝生の小平地

とな り北面は少 し切 り崩 されて二段 とな り、南面 と西面の裾 は欠 きとられてそこには土止めの石垣 が

ある。丘の全面は探林 とな り周囲は耕地 である」 と記載 されている。 これは昭和30年前における調査

であ り、正確 な測量によるものではない。

発掘調査時点における墳丘 は東西26.6π 、南北 は北面が宅地造成の際に削 りとられて22.5π となっ

ている。現存部の最大径 は29.5π を算す。東軸の調査結果 によれば裾部 はいったん削 りとられて葺石

につ ながる急傾斜の石積 み となってお り、西面、南面の石垣 も裾部の葺石が除去 された状態か らみて

裾 が 欠 きとられて石垣 を積 んだ もの と確認 された。

高 さは東、南、西の軸では5.07～ 5.14π 、北軸で4.4π を算す。墳頂部 は東西 lo π×南北 7π のほ

ぼ楕円形の平地 をなすが北東部 にはやや小高い部分 を残すのか らみ ると墳頂は鋤平 されて平 らになっ

たもの と考 えられる。

墳丘上 には昭和43年撮影の写真 にみ られるようにナラの木が繁 っていたが、調査前 に伐採 された。

墳頂部 には細 い木が数本み られただけであるが、他 には大 きな木の株が数 多 く各所 に残 っていた。

墳丘の復原 を試みるならば、削 りとられた裾部 は 1～ 2.5π は延 びるとみ られ、 高 さは調査結果か

らみ ると地表下10の で小礫積 みが発見 され、遺物の多 くも地表下20～ 30切 に発見 された状態か らみ る

と lπ 内外現状 より高かったもの と考 えられ る。径30π 以上、高 さ 6π 以上の整 った円墳 であったと

推定 され る。

2.封 土築成の観察   (図 4, 5)

墳丘構築の過程 は図 4の 断面 にみ るようにもとの地表面 より封土 を盛 り上げたことが確かめ られた。

墳丘構築前の地層層序 をみ ると、 もとの地表面腐蝕土 ―  上方 は茶褐色、下方 は黒褐色 で下層の水

成 ローム とは境界ははっきりせず漸位す る。 もとの地表の下 に二次堆積 とみ る水成 ローム ー  下方

には小礫 を含むがあ り、ついで地山 とみる砂層 となる。 白色の さらさらした砂で、松川氾濫堆積 とみ

るものである。

封土築成 は墳丘の まわ りの第 1層 の腐蝕土 と第 2層 の ロームを最初 に盛 り上 げ、その上 に第 3層 の

砂 を主体 に盛 り、この砂の間にローム を含む砂土 を盛 り、砂の崩れ を防止 しつつ砂 を盛 ってい く過程

をもって墳頂 にいたっている。

裾部 を観察できたのはE軸で S、 W軸は一部の観察 にとどまるが根石 はみ られず裾 は水成 ロームを

堅 く固めて第 3層 の地山を緩い傾斜 をもって外部へ と掘 りこんでいる。約 6π 続 く緩 い傾斜 は急に深

く掘 りこまれて深い浬 を造 っているが、この周浬 を掘 った土が封土 を盛 り上げた ものである。緩い傾

斜 は土砂 を運搬す るに適 している。墳丘 を構築 しつつ同時 に周浬が掘 られていった過程 をみ ることが

で きる。

墳丘の表面か らの地層層序 をみ ると10"内 外の表土があ り、 この下 に砂質の腐蝕土層が20～60の あ

って白い砂層 となる。 この砂層の間にロームを含む腐蝕土、 またはロームを含む砂層がバ トン状 に、
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図 3妙前 3号古墳墳丘測量図
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またはプロ ソヽク状 に何層かに入 りこんでいる。 この層が裾部近 くまで続 きローム混入の腐蝕土層 とな

る。 この下 に僅かに砂層が入って墳丘構築前の地表面 となっている。

3.葺 石 (図 6)

墳頂 との比高 1～ 1.5π の墳丘の傾斜度が強 くなる部分か ら裾部 にいたって全面 に葺石が敷 きつめ ら

れたものである。葺石は墳丘面 よりの第 2層砂質腐蝕土 と第 3層 の砂層 との間 に 一― 砂層の上 に配置

されている。葺石 は松川 より運 ばれたとみ る川原石で、人頭大以上の石が用 い られてお り、南面の石

は特 に大 きく中には一抱 え大の ものが ぎっ しりと敷 きつめ られ原形 をとどめている。

北西面はかつて桑畑 となり、葺石の多 くが除去 され荒 らされていた。東南面 は戦時中耕作 され、長

芋がつ くられたため葺石の除去 された面 もみ られたがほぼ原形 を残 していた。

東軸の調査では葺石が裾部 で急に傾斜 し石垣状 をな し問題視 したが、埴輪 片が間に挿入 され てお り

後の構築 と判明 した。 これは決 して新 しい石積 みでな く、葺石 と連続す ることか らみ るとこの面の墳

丘の修復 がなされ葺石 を補強 したもの とも考 えられるものがある。

4.埴 輪 (図 7)

埴輪 片の出土量 は極めて多 く、その出土状態 をみると、1.墳頂部の周囲、2.葺石上、3.周 潟の中に

集中 している。

墳頂部の周囲は墳頂の比高0.5π 以内の北西面 に、底部が立 った状態で発見 されたのが多い。南東

面、南西面 は戦時中の耕作の跡があ り、 また墳頂部の崩れが認め られ、小破片が僅 かに検出 されたに

す ぎない。

葺石上に は墳頂の比高 37の線上 を中心 に集 中 してお り、胴上部片が多 く、崩れて きた状態 を示す

ものであった。比高 2π より上 ― 葺石 を敷 く面 との境 より上 ― には極めて少な く、僅 かに小破片

を検出 したにす ぎない。

周浬内よりは東軸のみの調査 であるが覆土中か ら底部 にかけて多 くの出土 をみ るが破 片の総てに磨

滅がみ られ、 また葺石の転落の間にはさまって発見 されたもの も多 く、明 らかに墳丘上 よりの流入 と

み られ るものであった。

埴輪の配置 された位置は、墳頂の周囲に巡 ぐらされたことは、底部の多 くが立 った状態で発見 され

たことより推定 できる。

埴輪 片の出土量か らみ ると墳頂部の周囲に巡 らされた とす ると量的 には多す ぎると考 えられ るもの

があ り、葺石上の墳頂比高 3π の線上 を中心 とす る集中度は墳丘中腹に埴輪列の存在 を予想 させ るも

のがあるが、墳丘断面 にみる限 りにおいては、その存在の痕跡は認め られない。 また、埴輪片の多 く

は胴部か ら回縁部 までで底部 は少な く、立 った状態の ものはな く、上部 よりの崩落 とみ られ るもので

ある。

埴輪の配列 は墳頂の周囲にのみ巡 ぐらされたもの と考 えられ る。

5.周 ,■ (図 4)

東軸のみの調査 で、 しか も用地の関係 で裾部か ら8.7π 以内で調査 を打切 り、全断面 を把握 で きな

かった。墳丘の裾部 より約1.5π 離れて地山の 白色砂層の掘 り込み面 をもち、緩い傾斜 をもって掘 り

こまれ、掘 り込み部か ら4.8π の地点で浬 は傾斜度 を強め、 7π で最深部 にいた り、7.8π で立 ち上

~ 16 ~
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が りをみ る。

浬の最深部 は墳頂 よリー8.07π 、現地表面 より 3π を算す。調査範囲の周浬幅 は7.5π であるが、

推定幅 は1l πに達 す るもの とみ られる。濃 を掘 りつつ この土砂 を盛 って墳丘 を構築 した過程か らみる

と、周涅 は墳丘の全面 をとりまいていたもの と考 え られる。

周涅内の覆土 は、数次にわたる松川の氾濫堆積層 を示 し、この中に大氾濫の際には葺石や封土の崩

壊堆積 が含 まれている。最初の氾濫堆積 に葺石、埴輪の崩壊堆積 がみ られ、古墳構築後、早 い時期 にす

でに墳丘の崩壊がは じまったもの と推測される。地層層序 よりみて、少な くとも 3次 にわたる葺石 、

封土、埴輪の崩壊 が行 なわれたもの と確認 された。
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Ⅳ 古墳の内部構造

墳頂の表土 を排除 した地表下20の に配石 とその周囲 を粘土で固め る遺構が最初 に発見 され、その周辺

より遺物の出土 をみ、主体部の存在 を確認 したものである。

人頭大以上の川原石の配列 と礫積 みが部分的に残 り、その まわ りを粘土で固めた状態 を残す ものであ

る。主軸方向 N44° E、 5.2π × 1～ 1.3π  の長方楕円形 をなす。内部の床面 には粘土は僅 かに検出さ

れたのみであ り、 また礫 を敷 いた痕跡 もな く、周囲 を粘土で固めている。

残存音卜よりみて粘土 と礫 によるオ郭をもったもの と推定 され るが、その確証 を把握す るにいたらなかっ

た。

遺物の出土状況 (図 9)か らみ ると残存す る主体部 に属す るとみる工具 を主体 とす る遺物の配置 と、

これ と直角 に交差 す る武具 を主体 とす る配列がみ られ る。 この遺物出土状態は残存す る主体部 Iに 直角

に交差 して木棺直葬が後 に行 なわれたもの とみ るが妥当であろ う。

遺物の散乱は墳頂部の崩壊 、ある時期 における盗掘、墳頂部の耕作等 によるもの と推定 され る。眉庇付 冑

に例 をとるならば、冑の主体 は明 らかに後に移動 して埋 られたもので、深 さ lπ の穴が掘 られ、矛 と銀

の 1部が一括 して埋 られ、この下 に埴輪 片がはいっていた。銀 の大部分は短余Jと 共 に1.3π 北 に埋 られ、

冑の胴巻の帯状金鋼板 は 2π 北西の表土下 に置かれていた。                   `

鉄鏃 の

“

1の 東は26本 の出土 をみ るが、上部 での方向性 は一定 してお らず、動かされた形跡が うかが

われ る。玉類 は主体部 Iの 南東側 に散乱 した状態で出土 をみてお り、主体部 Iの 崩壊 による飛散 と受 け

とめ られ る。 鍛 とみ る鉄板 片の出土 も散乱 した状態であった。

粘土 と礫 による椰 をもつ とみる主体部 Iと 木棺直葬 によるとみ る主体部 Hの 二者の属す る遺物 につい

てはっきりと区房りしがたいが、前者が三E具 と玉類 を、後者が武具 を主体 とす るもの との見方が、遺物の

出土状態か らみて成 り立つのではなかろうか。
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(図 10)

1.眉 庇付 冑 (図 11,12,13,14)

冑主体部、胴巻部の帯状金鋼板、銀部が 3ヶ 所 に別れて出土 してお り、冑主体部 は明 らかに後に埋

めかえられたとみる穴 を掘 り、埴輪 片が この下か ら出土 している。 このため埋葬主体部 Iま たはHに

属す るものかは不明であるが主体部 Iの ものが Hの埋葬時に動 いた もの とも考 えたい。

推定高 さ20の、鉢の径 20.2∽ 、眉庇部 をいれ ると28.3の を算す。前後 と両側 に金銅が張 られる四方

白鉄地金銅装小札鋲留眉庇付冑である。地板第一 、第二 ともに14板ずつの小札で鋲留になっている。

腰巻、胴巻 は 2板の鉄板 を側面 で鋲留 め してお り、胴巻 は一条の帯状金鋼板 を貼付 して飾 る。 この鉄

地 に付着す る際、鋲頭 を利用 して固定す る方式 をとらず、鋲頭の圧力 を利用 して固定 しているとみ ら

れる。

伏板の中心 に鋲 で鉄板が止めてあ り、鉄板の 1部は上 にめ くれた状態になっている。伏板の上 に伏
(1)

鉢 を取 りつけた痕跡はみ られないが、他の出土例 を考慮 して図上復原 を試みた。管は鉄板 を巻 いた上

に金鋼板 を巻 きつけている。受鉢 はつぶれてお り、厚 さ lm余の金銅製で鉄地 は用 いていない。縁の

折 り返 え しは形 を整 えるための もの と思われ る。

眉庇 には三角形の透彫が両側 に、前面部 には欠落 して不明であるが何 らかの形の透彫 が推定 される。

金銅 は小ホLに 巻 きつけるのでな く、胴巻 と腰巻 、または伏鉢の間にはさみつけ られるだけで、鋲留

めによる 1、 のはない^地板の小利1に は黒漆、麻布の付着 を残す ものがみ られ、金銅装以外は黒漆 を塗
(2)

って飾 られた もの とみ る。黒漆 を塗 る意義 は装飾 、接着 、補強、錆止めにあ り、鉄地 に漆の接着 を良

好 にす るための布 を張 り、漆 を塗 る手法が とられ る。 さらに金鋼板 には漆の上 に厚 さの調整 と補強の

ため麻 の繊維 を付着 させ金鋼板 を張 りつける製作過程が とられ る。金鋼板の裏側 に麻あ繊維の残存が

み られている。

鍛部の残 片は図12の 1～ 8と 銀右袖 と、銀 と推定 される鉄板片 (図13,14)が ある。

1は 銀の重 な りを知 るものであ り、上部 は黒漆で下が金銅張 りとな り、鋲留めになっている。

8は 黒漆で上音卜は皮が張 られ、綴 り糸が残 り、 2～ 3本の糸 をよって 1本 に してとしている。鍛右袖

はほぼ原形 をとどめ、金銅装 で金鋼板 は裏側 に折 り曲げ られている。鍛は 5段重ね とみ られ、この下

に袖部 が付 き、黒漆、金銅装 と交互 になるもの と推定 される。

9,10は 冑の一括資料中に含 まれて出土 した鉄板片であ り、 9は 用途不明、10は せめ金具の残片 と

思われ るものである。

鉄板 片 (図 13,14)の 復原は不十分な段 階であるが鉄板 は横のカープ をもち、綴孔 をもつ。鉄板 は

2.5の ～3.5の と巾の狭い もの と広 いものがあ り、 2孔 の間隔は 1"、 1.5m、  また 1孔のみがある。

黒漆の遺存がみ られ るものがある。鉄板 を量的にみると短甲には少なす ぎ、 また巾 も狭い。銀の金銅

装の巾か らみ ると5段重ね となると巾は広 くな りす ぎ残存枚数 も少ない。金銅装の間になる鉄板 は、
(3)

巾の狭い音6分 を用 いたとみ ると量的 に ご銀 巾か らみて妥当なもの とな り、横のカープ を考 えると鍛部

とみる考 えが強 くなるものである。

V
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図11眉 庇付冑 (1:2)
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図13妙前 3号古墳出土 鉄片(I)主体部 I内部一括(1:2)
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2.剣 。大刀・ 矛 (図 15)

剣 5回 、大刀 4回 、 矛 1回 の 出土 をみ る。

剣 。大刀の出土状態は図 5に みるように墳頂の東側.に ①剣 1、 大刀 1-逆方向。②剣 1大刀 1-同

一方向 ③剣 1鉄喉 1東 ④剣 1大 刀2-大刀逆方向、剣は三つ折れにし並べる…の一つのまとまり

をもって約 2れ'内 に集中して出土 している。④以外は人工的または崩壊によって動いた状態とみられ

た。剣 1口 が離れて冑の鍛部と伴出し、矛は冑の主体部と伴出し、ともに移動されて埋′,れ た状態が

明 らか であった。

剣 、大 刀の出土位置 か らみて剣厖 5以 外 は埋葬 主体 Hに 属 す る もの と推定 され る。

(1)剣 (図 15剣 1～ 5)

1は 身の全長56.7∽ 、身の最大巾4.4の 、鏑 をもち、断面 は扁平の菱形 を呈す。 きっさきはおヽ くら

み をもつ。茎先 は欠損す るが残存部の長 さ10の 、推定長 さは12.3の とみ られ る。 目釘孔 2孔 を有 し、

茎先部の 目釘孔には竹釘 ?が遺存する。把元、関部 には鹿角の残片が付着 してお り、直弧文鹿角装 片

(図 15)の 出土があ り、注 目され る剣である。輸 、把は木製 で木質の残痕 をみ る。重量5507を 算す。

2は きつ さき部 を欠 く。身の残存部34.2∽ でぁるが、身の全長 は40"以 内 と推測 される。身の最大

巾3.3の 、 鏑 をもち、最大厚みは 6物 を算 し、断面は扁平の菱形 を呈す。茎は関か ら急に巾を減 じ、

細 くなるが欠損 して長 さは不明である。輸、把 は木製で本質部の付着 を多 く残 している。

3は きっさき部 を欠 くが身の残存部の長 さ60.3-を 算 し、最大 巾3.6-、 鏑 をもち断面 は扁平 な菱

形 をなす。茎は5.5の を残 し欠損 し長 さは不明であるがtllの 全長 は80-前後の長 さになるもの とみ ら

れる。木装の残痕 を良 く残 している。

4は 二つ折れにな って大刀 2回 と並 んで出土 したもので、復原全長43.5の を算 し、身部の長 さ28.5

の 、茎の長 さ15の と推定 される。身の最大 巾3.4の 、 鏑 をもち、扁平の菱形の断面 をなす。輸の本質

部 を顕著 に残 し、杉 を使用 したとみ る年輪 をはっきりとみせている。

5は 冑の綴部 と伴出 したもので身部の 1部 ときっさきを欠 く。身の推定長 さは24の前後 とみ ら

れ、最大巾2.2御 、鏑 をもち、断面 は扁平の菱形 を呈す。茎は4.7物を残 し欠損す るが、日釘孔 1

孔 を残す。出土剣中最 も細身の小形の ものである。輸 、把に僅 に木装の残痕 を残す。眉庇付冑の

鍛部 と伴 出か らみると主体部 Iに 属す ものであ り、剣の形状か らみて古 い ものである。

(2)大 刀 (図 15大 刀の 1～ 4)

1は 全長 103.6の 、 身部の長 さ84∽ 、平造 り断面は二等辺三角形 をな し、身部最大 巾3.4印 を

算す。関か ら茎先 までの長 さ19.6の 、日釘孔 2孔 を有 し、関 よりの孔 には木質の 目釘が残存す る。

重量1010夕 と大形大刀 できつさきは■ヽ くらみ をもち、僅 かに内反 りとなる。鞘 、把には杉 を用い、

塗漆の遺存がみ られ る簡略外装の大刀である。

2は 全長90.8∽ 、身部の長 さ76の 、平造 りで断面 は二等辺三角形 を呈す。身部最大巾3.1∽ 、

茎は 1音5を 欠 くがlt_定 長 さ14.8-、  日釘了し37Lを 有 し、 茎先了L以 外 )́27Lに は目釘 を残すがオオ質

は不明、把、鞘 には木質の遺存はよ く残 り、把の背部 に把間 を堅実 にす るため紐 で固 く巻 き締め

た紐痕 を残す。 (図 15の 2)把元に鹿角装痕 がみ られ木質の付着 はない。 きっさきはお、くらみ を

もち、重量780夕 の大形の反 りを全 くもたぬ直刀である。

3は 茎先部 を欠 くが、残存全長63.8の 、身部の長 さは53の 、身部最大 巾2.4の 、 平造 り、断面

は二等辺三角形 を呈す。茎の残存部9.8の 、 日釘孔 1孔 を残す。関、把元部 には木質の使用 はな
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く、他の材質による装具 が施 されたとみ られ る。輸 、
｀
把部の本質部の残存 は良 く、年輪か ′,み て

杉材 とみ られ る。

きっさきは3、 くらみ をもち、僅 かに内反 りをな し、重量3859、 と軽量の細身の大刀である。

4は 全長77.4御 、身の長 さ62.5の 、身部の最大 巾3.1の 、平造 り、断面 は二等辺三角形 をなす。

茎の長 さ14.9の 、日釘孔 2孔 を有す。茎先 は刃方 にゆるいカープ をな し、把元にはせめ金具の痕

跡 をもつ。鞘の木質の遺存 は良 く、鞘 巾 4物 を推定で きる部分 もみ ′,れ る。材質は杉 を用いている。

きっさきは
'ヽ

くらみ をもち、内返 り、重量655′ 、 ほぼ完形 を残す大刀である。

この他、図22の 輸片、把の鹿角痕 を残す もの、布 目の付着部 がみ られている。

(3)矛 (図 15)

きっさきを欠 くが長 さ28.7の 、身の推定長 さ17の前後 とみ られ る。矛身は両刃で鏑 をもち、断

面 は菱形 をなす。ヽ袋部 は長 さ12.7∽ 、袋内部の長 さ9.3∽ 、径 3～ 3.1∽ で断面 は多角形 をなす

とみ られる。鉄製の 日釘 を遺存 し、これに直角方向に lヵ 所袋部の合せ 目をもつ。鉄 目釘の遺存

か らみれば柄 は付着 していたものであるが残存 しない。

矛は眉庇付冑 と伴 出 し、移動 し埋めかえられた痕跡 をもつ とみ られ るが、北西 に向 く位置 に置

かれていたことは、柄 の長 さを計算す るとき、主体部 Hに属す るもの と推定 され るが、断面菱形

をなす様式は古 く、主体部 Iの ものが埋めかえられたとみ るが妥当であろう。

3.鉄  鏃 (図 16,17,18,19)

鉄鏃 は小破 片 をいれ る と100点 を越すが、

りで出土 をみ た厖 3の 他 はば らば らな状 態 であ

1点 出土 してい る。尖 根鏃 は北西方 向の線上 に

根鏃 は南東側 の SlWlグ リッ ドに玉 類 と伴 出

す る とみ られ る出土状態 であ った。

束で出土 をみたMl,M2が あ り、 4本が一 かたま

った。尖根鏃 、平根鏃 に特殊 な形態 をもつ ものが、

― N2Wl・ NlElグ リッ ドに多 く集中 し、平

している。尖根鏃 は主体部 Hに 平根鏃 は主体 Iに 属

A 尖根鏃

(1)鉄鏃κ l(図 16)長 頸式尖根鏃 26本 が 1束 をな し出土す るが方向は不定 で墳乱 された状態が

み られた。鋒 は片刃の平造 り、断面 は二等辺三角形 を呈 し、逆刺 をもつ、刃巾0.8吹 長 さ2.7～

3∽、身の全長 は10.5～ 11.5∽ 、茎は5.6の を算 し、全長17の 前後 とな り、矢柄部 を遺存す る。

(2)鉄鏃M2(図 17)

長頸式尖根鏃 26本 が 1束 をな し、 N42° Eの 方向に揃 って出土 をみた。鋒 は片刃、平造 り、逆

刺 を持 ち、断面 は二等辺三角形 をなす。刃巾0.8の 、長 さ3.3の 、身はMl, 2と もに棒 状形 をな

し、断面 は長方形をなす。身の全長 11.2∽ とほぼ統一 された形 をなす。図17の 1は 完形で茎の長

さ4.9の 、 全長16の を算す。矢柄 は竹で茎に繊維 を巻 き上 に接着用の漆の塗布 したのがみ られ る。

(3)鉄鏃厖 3(図 18の 1～ 4, 5, 8～ 14, lo)

長頸式尖根鏃 4本 (1～ 4)が一括出土しているが、ばらばらに出土した中に同系列 とみる、

5, 8～ 14,16が ある。鋒は両刃、片丸造り、逆刺を両側にもつ。刃巾 1の 、長さ2.7の 、 身の

全長 13.7の 、身 は棒状 形 をな し、断面 は長方形 をなす。 ほぼ完形 の図 18の 3で み る茎 の長 さ 5∽ 、

全長 18.8-を 算 し、 14は 20-近 い長 さ を もつ。                           1
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(4)図 18の 7は 鋒 は三角形 をな し、

身の全長 7.8のの棒状形 を呈すが

刃可11.2の 、長 さ1.5の、 鏑 をもち断面 は扁平の菱形 を呈す。

他に比 して短か く、特殊 な様式 をもつ ものである。
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B 平根 鏃 (図 19)

柳葉 形 で小形 の もの と大形 が あ る。

小形 には鏑 をもち断面が扁平 な菱形 をなす 9,10,13があ り、逆刺 をもつ。 9は 刃巾1.2の、長 さ

3.8のの無茎、すんな りした形 をなす。13は 有茎身の全長 13.3物 を算す。身は棒状形 をなし、断面

は長方形 をなす。

片丸造 りに 4, 5, 7,12が あ り鋒 巾1.3の、長 さ3.5-3.9の 、逆刺 をもつ。12は 有茎 とみ られ

る。 8は 錆付着 が多 く、断面 を知 ることはできない。逆刺のない もの とみ る。

大形には 1～ 3, 6が あ り、無茎、逆刺 をもち、 2は特 に大こきな逆束Jを もつ。断面 は ともに凸 レ

ンズ状 をな し、扁平である。鋒の長 さ、 1は 5.8∽ 、 2は 6の、最大巾は2.5∽  と特 に大 きく、 1

3, 6の 巾は1.8∽前後である。

11は 鋒部が欠損 し不明であるが片刃の平造 りとみ られ、巾1.5の前後 となる茎 をもつ もの とも み

られ る。

C 特異 な形体 をなす もの (図 18の 6)

鋒の先端 が三叉にな り、あたか も三 日錐 とみ られ る形状 をなす。鋒 巾1.2"、  身 と茎の区別 な く

棒状形 にひ と続 きとなっている。断面 は四角か ら円形 になる。全長 17∽ を算す。

図19妙前 3号古墳出土鉄錫瘤)(2:5)
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3.工 具  (図 20)

(1)鈍 (や りかんな) 全面 に錆があるが保存状態は非常 によ く完形で出土 した。刃は両刃で上 ぞ

りにな り、裏面 に細い浅い溝が認め られ る。刃の長 さ 4ぃ、巾1.2∽ 、 鏑 をもち断面は三角形 をな

す。全長24.5の 、身部の断面 :ま 扁平の長方形 をな し、尖端部 はやや両辺がふ くらんで宝珠状形 をな

す。重量58夕 である。

(2)撃 (の み) 全面 に錆があるが保存状態 はよく完形である。全長 23.5∽ 、重量1959、  身の長

さ18.8の 、刃は両刃で、巾 2のの平撃 である。刃元部の断面 は長方形 をな し、身は稜 をもつがやや

丸み をもつ方形 となる。茎は4.5∽ と短か く断面 は正方形 をなす。

(3)鉄斧  保存度 はよ く、長 さ7.2の 、 肩がやや張 りだ している。刃巾 4の 、両刃で柄 を挿入す る

袋部 は鉄板 をつ ぎ合せて作 られている。径 2.3の の円形の断面 をもち、内部 には柄の本質部が多量

に付着 している。身 と直角 をなす柄 をつけ木材の面 をけず るに用 いられた手斧であ り、重量は709

と軽量の ものである。

(4)刀子   いずれ も破片で 1は 茎部 を残す、身の大部分 を欠損す る。残存部の長 さ 8∽、身は平造

り、身巾1.5∽ 、断面は二等辺三角形 を呈 し、茎の断面 は長方形 をなす。 2は 刀子の茎の 部分 とみ

るが刀子かについては不明の ものである。

(5)祗石  巾2.8の 、厚 さ1.6物やわ らかい灰 白色の泥岩製 で両端 を欠 く。四面 に使用痕 を残す。

出土地点は S7Elグ リッ ドの葺石直上 であるが墳頂 よりの崩壊 した もの とみ られ る。前記の工具

に属す るもの と考 えたい。

4.玉 類  (図 21)

玉 類 の出土 は Slwlグ リッ ドよ り出土 し、主体部 Iよ り崩 れ た位 置 にあ る。 ガラス丸玉 6個 と管

玉 4個 が あ る。 ガ ラス丸玉 は長 さ 5～ 6物、長径 6～ 8m、 ブルーー 色 であ る。管玉 は緑色桂 岩製 で
(4｀

長 さ 2～ 2.1の 、径 5.5～ 6初の細 い揃 った形状 をなす もの で、 ともに 5世紀 中葉 を下 る もの ではない

ガラス丸玉 計 測 (単位物 )表 1 管玉 計測 (単位物 )表 2

五 長 さ 長 径 計 色  調

1.5 濃い紺

1.8
横 に/jヽ子Lが涌 る

8 2.0 圭目

1.0 紺

2.0 青

1.5 紺

M 長 さ 径 孔長径 色  調

1 6.0 淡緑色

5.5

折 れ

20
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刀子

図20妙前 3号古墳出土工具類(1:2)
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5.不 明 鉄 器  (図 22)

図 21の 1～ 5の 鉄 器 片 が あ る。 1は 帯 金具 と も考 え られ るが鋲 の 大 きさ、形 状 か らみ て帯 金具 と

考 え られ な い。 2, 3は 柄 に付 着 させ た とみ る釘 が遺 存 す るが何 の 用 途 の もの か不 明 で あ る。 4,
(5)

も用 途 不 明 の 鉄 器 片 で あ る。

注 1 末永雅雄「 日本上代の甲冑」 創元社  昭.19

2 黒漆の塗装については彫刻家倉沢興世の教示による。

3 大塚初重の教示による。

4 大場磐雄の教示にょる。

5 大塚初重の教示による。

把、鹿角痕 を残す

晦 ζ

は

　

５

木 目輸 片

浙 婢

竹の炭化物

Ⅵ

1                2

1讐 六贔炉嘲アな

把の部分 1丁 目

図22鉄器片及び把、鞘 、片(1:2)

本古墳 より出土 した埴輪 片は2000点 にも及ぶが、残念にも完形 を知 りうる資料は絶無 であった。形象

埴輪 3片 を除 き他 はすべて埴輪円筒であった。 ただ し埴輪円筒の中にも表面 に丹 を塗 り胎土 も比較的精

選 された ものなど、あるいは形象埴輪 に近 い役 目をもったものではなかろうか と思われ るもの もあった。

日縁部 より記すが、実物では回縁全体が接続 した形で発見 されたものがなかったので、全部 図上復原

である。 (図 23)

図23の 1は 口径 21.5∽ で、回縁 より下15物 の所 に比較的幅 がせ まく高 育が高い (1∽ )た が (範 )が

とりまいていて、そのす ぐ下 に径 4"の 円形の貫通孔がある。茶褐色 を呈 し焼成 は良好である。

2は 口径 17-あ り、 口縁 より下 ること14-に 幅ιり広いたががある。器
`の

厚 さは 1-で 口縁 に近づ くに

つれてやや うす くな りなが ら外反す る。 口縁は平 らで中央に浅 い沈線が入っている。円筒の表面 にへ ら

調整、あるいはたたき日のあ とが残 っている。
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3は 回径 18.5の で厚 さ1.4劾 あ り、厚手 となっている。表面刷毛 日も残 っているが、平滑 となってい

る。裏面 に も刷毛 目調整のあ ともある。

4は 口径20.5-で ほlF垂 直 に口縁 より下 っていて、上 ょり16-の 所 にたががある。 たがは1.6-の 幅

をもち高 さ0.8の で頂が平坦 となってお り円筒の表面が刷毛 で調整 されていてその上 に丹 が塗 られてお

り飾 られた円筒埴輪 と称すべ きであろう。

5は 口径 21∽ で表面 は淡黄色 を呈 し、器面 は滑かである。

6は比較的大 きい破片で、口径 24.5-あ り、平坦面 をもつ 口縁 より下 14物の所 にたがが とりまいてい

て、たがの頂が少 し平坦 になっている。

その下 に径 3.8物 の円形の貫通孔がある。 たがの付近 がやや胴が しまっている感 じをもつ。

7は ほぼ直立 した円筒で回径 20.5∽ あ り、口縁 より下 ること15切 に幅が広 く高 さが0.6物 の高 くない

たがが存在す る。表面淡褐色 を示 しているが、裏面 は灰褐色である。

8は 淡黄色で回径 17.5の あ り、刷毛 日の調整痕 が残 ってお り、比較的厚手 である。

9は 朝顔形の埴輪円筒で、口径 は広がっているので26.5物 を算 える。上 より9.5の の所 に稜 があ り、

それ より上 は急 に器形が開 き、口縁に至 り、下 はすぼんで細 くなっている。刷毛で調整 した後に丹 を塗

ってある。 これ らの朝顔形の埴輪円筒の破片は出土量が少な く全体の 7%位 である。

10も 朝顔形のそれの一部 で、口径 は32の を測 り、日径 は最大値 を示す。表面裏面 とも黄灰色で、裏面

に横 なでの調整痕 がある。器の厚 さも1.6の となっている。

11は 朝顔形埴輪円筒の くびれ部 で下 に続 く膨 らみの始 まる部分である。

口縁の形は図24の 1の 如 く直立 して回縁に至 るに したがってうす くなるものが最 も多 く、 2の 如 く口

縁が平坦 であ りそこに一条の沈線の印されているもので、図23の 2の 如 きもの もその 1例 である。 3の

如 く口縁に至 りやや厚 くな り平坦 になっているもの も少 しはある。 4の 如 く比較的薄手 で回縁に至 るに

つれて薄 くなっているものは朝顔形の円筒に多 く、 5も 朝顔形の回縁であるが、先 を斜めに切 った如 き

形 を していて数量 はご く僅 かである。

たが (範 )に もいろいろある。図25の 1は 幅 に比 して高 さが高いもの、 2も 同様であるがたがの頂上

に平坦面 を有す るもので、 ともにやや器壁は薄 く胎土 もいいものに多い。 3は 台形のたが を施 したもの

で数 は多 く、 4は 低 く幅の広 い ものである。 これ らの形の異っているものは年代の差 にょるのか、製作

地の差 によるものかであろうが、何の きめ手 も発見 し得 なかった。

底部 も多 く発見 されたが、 これ も口縁 と同 じように底部全部がつ なぎ合わす ことので きるものはなか

ったので、図26も すべて図上復原 したものである。

図26の 1は 底径 14の で底 を厚 くす るために最初 に作 った円筒に更に粘土 を押 し加 えつけたもので、そ

こに製作者の指のあ とが残 されている。墳丘の頂上平坦面 より出土。

2は径 15の、黄褐色で焼成は良い。

3は 径 22.1の あ り、 表裏 ともに指のあ とがついている。黄褐色 を呈 し焼成がいい。

4は 頂上平坦面 より出土 した もので径24の ある。

5も 頂上平坦面近 く出土 したもので、径 18.5の あ り、指痕 が残 っている。

6は墳丘頂上 より出土 したもので、径20の 、表面 にへ らによる調整痕 が残 り、裏 では輪積 みのあとを
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見ることができる。胎土 も精選 されて お り焼成良好。

7も 頂上平坦面の端 より出土、径 17.5の で表にはへ
')に

よる縦の調整痕 があ り、裏 には指の痕 が残 さ

れている。

8は 径22.5ω で焼成は良好で、裏 に粘土 をは りつけてその上 を指 で押 し、底 を厚 くしたことが分 る。

9も 頂上近 くにあった もので径21の 、表面には刷毛 目の調整痕 もあるが、その間にご く僅 かであるが

布 目の跡が見 られ ることに特色がある。

10は 径24の で大 きい もので上の方へ行 くに したがい径の増大 を知 ることができる。

11は径 19.5∽ で表にへ ら調整のあ と、裏 には製作時に残 された線が見 られ る。

12は墳丘の東裾 に近 い所 より発見 されたもので、黄褐色 を呈 し焼成はいい。裏 に製作時の線が印 され

ている。径僅 かに11.5の で非常 に小 さい もので、円筒埴輪の下底 というより、形象埴輪の下底 と見たい

ものである。

13は 頂上部 より発見 されたもので、径19∽ あ り、底部がお、くらんで上の方へい くにつれて径 がせばま

って くる点 に特色があるものである。

14を み ると、底部の製作過程がわかる。即 ち円筒の 3分の 1に あたる弧状の粘土板 を作 り、それ を 3

個合せてまず円筒の下部 を作 る。その上 に輪積の粘土 を加 えていった もの と考 えられる。底部 にその弧

形が見えている。

底径 は最小11.5mょ り最大24“ に及んでいる。最下底 を厚 くす るため に更に土 を加 えて指 で押 しつけ

たもの もあ り、 したがってその壁の厚 さも2.1の より4_4- と差 が生 している。

胎土は精選 され雲母 片の見 られ るもの もあるが、石英類の小石の混っているもの もあ り、一般的 に前

者が焼成が良い。胎土 を輪積 みに し、その上 を指 で押 え、へ らや刷毛 (草の繊維 )時 には薄い木片で調

整 している。 その調整痕 は表面 にも見 えるが、櫛 で縦の線がはっきり判 るように痕 をつけたものは非常

に少ない。そのかわ り丹 を塗 って飾 られた と思われ るものがある。これが本古墳の埴輪円筒の特色か と思

われる。

底部 にはすす きか よしか と思われる禾木科の植物の葉や茎のあ とが、はっきりと印されている。 それ

らを敷 きつめた上に製作 した粘土の円筒 を置いた もの らしいが、編んだむ しろなどの跡は見出されなか

った。

形象埴輪 (図27)  3個 出土 した。

1は 器壁の厚 さ1.5∽ あるが、胎土はあまり良 くない。中央 に弧線があ り、その中に 7本の沈線 が

印 されている。 あまりに小破片なので何 を形 どったかは明 らかでない。

2は厚 さ1.4∽あるが、 胎土 もあまりよ くな く色調 も黒ずんだ褐色で他の円筒 と異っていることは

一見 してわかる。上 に円い と思 われる貫通孔があ り、それ をとりまいて 2本の円形の沈線が走 ってい

る。 その弧線の下方 には横 に走 る調整痕 が見 られ る。形象埴輪の破片ではあるが、何 を表わす もので

あろうか。

3は たがの下 にある貫通孔 をとりまいて弧線が印されている。一見円筒埴輪 とも見 られ るが、貫通

孔の面 を指 で押 して手紋が残 されていることと弧線 よりみて形象埴輪の 1部 とした。

この外地主小島氏がかつて西北部の墳丘 を崩 した時 に出土 した埴輪片の中に、直径 が小 さ く、胎土

が極めて良 く、焼成 もよ く、表面 に丹塗 りをした円筒片が 2個 あった。形象埴輪の下部の円筒 と思 っ

て見ておいたが 、途中で どこかへ紛失 して しまったことを残念に昼′ てぃる。
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Ⅶ 妙前 3号古墳の築造年代

主体部 Iに つ いては、その 内部構 造 は礫 と粘 土 に よる椰 を墳 頂 に もつ もの であ り、出土遺物 をみ る と

工具 、玉 類 これ に武具 がつ く。工具 では鈍 、盤 、手斧 がみ られ、古 い要素 をもつ。玉 類 ではガラス丸玉

管玉 があ る。 ガラス丸玉 はプルーー 色 であ り、管玉 は緑色桂 岩製の細 い形の揃 った もの で、 5世紀 中葉

を下 る
′
もの ではない。

武具 では眉庇付 冑は 5世 紀の もの であ り、関東 におけ る出土例 では 5世紀中葉 か ら 6世紀初頭 であ り

横 穴式石室 をもつ古墳 よ りの出上例 はない。下伊那の地域性 か らみて関 東 よ りその導 入が早 か った もの

と考 え るこ とが で きる。 眉庇付 冑に伴 出 した矛の断面 は菱形 をな し、鏑 をもつ古 い様子 の もの であ り、

鍛 部 に伴 出 した剣 (剣 M5)は 小形の古 い もの であ る。玉 類 と伴 出 した平根鏃 も古 い要素 をもつ もの で

あ る。
(1)

主体部 Iの 内部構 造 、出土遺物 か ら築造年代 を想定 すれ ば 5世 紀中葉 と考 えるのが妥 当 とい えよう。

主体部 Hは 主体部 Iの 上 に直角 に交差 して追 葬 が行 なわれ た とみ る もので、遺物 は剣 、大刀 、尖根鏃

の武具 を主体 と し、馬具 類の 出土 はみ られ ない。剣 には直弧文 鹿角装 をもつ ものがあ り、 5世 紀後半 を

下 る もの でない。大刀 に も鹿角装 の遺存 が認め られ る もの があ り。宋U4回 、大刀 4回 の同率 の 出土・をみ

る。剣 には巾広 の短 か い古 い要素 をもつ ものがあ る。 しか し、尖 根鏃 は身の長 く棒 状 形 をなす もの で、

その 出現 は 5世紀後華ち もの とみ られ る。

尖根鏃 と 5世紀後半 を下 が らない貪りの組合せ は主体部 Hの埋葬時期 を 5世紀末、下 って も 6世紀初頭

で と考 えたい。

妙 前 3号古墳 は妙前古墳群 中最 大 の規模 をもつ もの であ るが、古墳群 の立 地が沖積段 丘の平 坦面 にあ

り、円墳 でその築造年代 は新 しい もの とみ られて いた もの であ るが、本次調査 に よ り下伊那地方 では最

も古 い古墳 の一 つ であ るこ とが判 明 した。

飯 田市松尾 の沖積段 丘面 は下伊 那地方 では最 も広 い平坦面 をもち、弥生 中期初頭 の寺 所 式の標準遺 跡

寺 所 は妙 前 よ り南400π にあ り。妙前 、寺 所 、明、清水 と南北 2000π 以上続 く沖積段 丘面 には弥生 中期

後期 、古墳期 か ら歴 史時代 にいた る遺課が分布 し、伊那 谷 におけ る弥生 中期初頭 か ら最 も早 く開 けた と

み るこ との で きる地形的 に恵 まれ た地域 であ る。

妙前 3号古墳 は、松尾沖積段 丘面の最 も北 に、松 川氾濫の 自然堤 防 をなす面 に立地 し、伊那谷 におけ

る古 い古墳 築造の背景 が整 った位置 にあ る とみ られ る。妙 前古墳群 の 3号墳 以外の古墳 につ いては未 調 :

査 であ り、 その規模 は小 さ くなるが、それ らの築造年代 、 3号古墳 との関連性 につ いては今 後究明 さる
(4)

べ き課題 でか り、 さ らに松尾 古墳群 の中 におけ る系統的 な発展 を考 える必要 があ る。

注 1  大塚初重の教示による。

2  大塚初重「弓と矢」  世界考古学大系 日本Ⅲ P 78～ 79 平 凡̀社

3. 全国遺跡地図 (長 野県) 昭42. 3

4. 下伊那史第二巻
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Ⅷ  ま  と  め

妙前 3号古墳 につ いて ま とめ てみ る と次の如 くになる。

1.長 野 県伊那盆地 の うちで も有数 な古墳群 であ る妙前古墳群 の盟主 たる円墳 であ り、円墳 と しては

(1)

伊那盆地 中では 5位 に位 す る大 きさ をもつ こ と。

2.伊 那盆地 の古墳 が多 く横 穴式石室 を持 つの に本古墳 は竪 穴式の礫 と粘 土 に よる椰 を.も つ と考 え ら

れ るこ と。

4. 葺石 が墳 丘の Lか ら 3分の 1よ り裾音卜に至 るFH5に 施 され、 そ″しが残 イFし てい るこ と。

5.埴 輪 円筒の底部 が頂上 の平坦面 に立つ た まま多 く残 っていたこ とよ り、 そ こに立 て られ た と考 え

られ る。裾部 に破 片の 多い こ とか ら中段 に もたて られ た とも考 え ′,れ たが、封土の断面 か らはその

痕跡 はみ られ なか った こ と。形 象埴 輪 も存在 した こ と。

6.周 囲 に浬 をめ ぐらしていた こ と。

7.出 土 した遺物 に主体部 Iよ りとみ る眉庇付 冑、工具 、玉 類 、平 根 喉 、小形剣 が あ り、 これ らか ら

考 えて本 古墳 の築造年代 を 5世紀 中葉 と考 え られ た こ と、主体部 Hの 遺物 には直 FJJI文 鹿角装 をもつ

剣 、大刀 、 多 くの尖 根鏃 の 出土 をみ、馬具 類の 出土 がみ られ なか った こ とよ り5世紀後半 か ら 6世

紀初頭 を下 る もの で ない と考 え られ た こと。

8.土 器類 には内黒の土師器 片、新 しい須 恵器 片が数 点 出土 をみ たが、中世 陶 片、近世 陶片 と伴 出 し

てお り、後 に物 す て場 と利用 され た際 に捨 て られ た と考 え られ る。

なお、封土 中 よ り、寺 所式 、北原式 、恒 川式 、中島式の弥生 式土器 片や石器 が含 まれてい るが、

これ は封土 を作 る とき、 この付近 にあ った遺 構 をつ ぶ して運 んで きた ときま しった もの であ る。

(2)

長 野 県伊那盆地 には調査 が よ く行 なわれ た こ とと関連 してか古墳 の数 は多 く上伊那地 区 に172基 、
(3)

下伊那地 区 に682基 とされてい る。 しか しこの うち学術的 に発掘 され た もの は僅 か に渕わきに,凸 ぎな

い。 その うちの 1基 と して本古墳 が あ る。 しか も発掘調査 は行 な うが,墳 丘 はで きるだけ保 存す る

とい う目標 をもっていた こ とは注意 され て よい と思 う。 しか も発掘 の糸吉果 は伊那盆地 と しては最 も

古 い古墳 の 1で あ るこ とがわか った。従来最古 の古墳 は飯 田市竜丘兼 清塚 であ る とされていたが、

本古墳 は或 はそれ よ り年代 が湖 るこ とも考 え られ る。

下伊那地方 には前方後 円墳 23基 があ り、それ らは多 く横 穴式石室 を もち、埴輪 が あ るが、竪 穴式

石室 を持 った と考 え られ る ものの うち最 も古 い ものがあ る とされていた。

しか し下 伊那 史 2, 3巻 をみ る と無石室 と記 されてい る円墳 もか な り多い。 その 中には本古墳 の

如 く竪 穴式石室 や土厳 を もった もの もあ ったに ちがいない。本古墳 を頭 に入れ なが ら、 そ う した古

墳 を再 検討 してみ るこ とは今 後 に課せ られ た問題 ではなか ろ うか。

注 1  下 伊那 史第二巻

たL2   J■伊那誌

注 3  下伊那 史第二巻
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調 査 組 織

1.妙 前 古墳緊急発掘調査委 員会

橋  本 玄 進   飯 田市教育 委員長

矢  亀  勝  俊   飯 田市教育長

河 野  通  幸   飯 田市教育委員

山 下  順  蔵   飯 田市教育委員

森  本 信  也      〃

矢  高    束   飯 田市文化財 審議 委員長

大  沢  和  夫   飯 田市文化財 審議副委 員長

倉  沢 興  世   飯 田市文化財 審議 委員

村 松  光  喜        〃

牧 内 武 司    〃

滝  沢 秋  三   飯 田市教育委員会事務局社会教 育課長

2.調  査  団

団   長   大  沢 和  夫   飯 田女子短大教 授  日本考古学協 会 会員

調 査 主 任   佐  藤 甦  信   日本考古学協会 会員

調 査 員  宮 沢 恒 之    〃

〃    今  村  正  治  下伊那教育 会考古学委 員長

調査補助 員  金  子  真  土   明治大学学生

〃    松  田 真  一      〃

〃   藤 野 龍 宏   〃

協  力 員  塩  沢  仁  治  長 野 県考古学会 員

〃    松  沢 英 雄   ド伊 那考古学 会会員

〃    若 林    博      〃

〃   松 村 全 二   〃

3.指  導  者

今  村 善  興   長 野 県教育委員会文化 課指導主事

神  村   透         〃

桐  原   健         〃

4.特 男U指導者

大  場  盤 雄   国学 院大学客員教 授

大 塚  初  重   明治大学教 授

小  林  二  郎   明治大学講師

5.事  務  局

飯 田市教育委員会社会教育課

滝  沢  秋  三   社会教育 課長

渡  辺  亮  蔵   課長補 佐係長

長 谷部  三  弘  主  事

河 合  武 文     〃

北 原 清 子   〃

塩 沢 正 司   〃
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にわお

飯 田市松尾6236番 地所在の妙前古墳、第二号墳 (大塚 )緊急発掘調査実施 に至 る経過 は、昭和43年 8

月24日 当該土地所有者代理 人 より発掘届の提出があったことか ら端 を発 し、以来土地所有者 と保存、保

護 について再三 にわた り要請協議 をして きたが、 この間土地所有者 も変更 し、保存 につ いて難色があっ

た。 この為長野県教育委員会、文化庁 に対 し保存措置について協議 を行 ない、県埋文 担当者の現地視察

等の結果、同古墳の重要性 に鑑み、今 回国補助金500,000円 、長野県補助金150,000円 、飯 田市負担金

350,000円 、合計 1,000,000円 の事業費 をもって、飯 田市教育委員会の直轄事業 として、この緊急発掘

調査記録保存事業 を実施 し、大 きな成果 を残 してここに完了 した。

時あたか も、飯 田 。下伊那地方 においては、中央高速 自動車道路の建設に伴 う、用地内の埋蔵文化員オ

発掘調査記録保存のため、大規模 な調査活動 が進め られてお り、本古墳調査 における調査員の確保 につ

いて難か しい面 もあったが、幸い各方而の格別 なるご援助 と、ご指導 によって、当初予期 し得 なかった

貴重 な結果 をみ ることができ感謝にたえない。

調査団長大沢和夫教授 (飯 田女子短大 )を 先頭 に調査活動が進め られ、調査主任佐藤甦信先生 (日 本

考古学協会員 )に は、困難な事情の中で、終始献身的 なご尽 力 をされ、今 日調査報告書刊行 に到達 で き

ました。 その熱意 とご労苦に対 し深 く敬意 を表す る。又 この調査 に当 って、明治大学大塚初重教授 の格

別 なるご配意により、明治大学学生、金子真土、松 田真一 、藤野竜宏、諸君の応援 を得、調査主任 を助

け、若 いエネルギー を調査活動 に傾 注 されたその努力に感謝す るところである。

今 回の この調査 について、各方面か ら、格別 なるご協力 をいただき乍 ら、ご紹介が、あるいはおちて

いる方 もあるか と思いますが、ご容赦 いただ きたい。 ここに改めて謝辞 を申 し上 げる。

尚調査後の古墳保護については、土地所有者小島洋志氏 は じめ、周囲土地所有者池沼次郎、佐々木順

治、木下庸之助の諸氏等の文化財 に対す るご理解 により、現状の まま、保存できるようになったことは、

特筆すべ きことであ りここに敬意 を表す る。

日召春日47書13月

飯田市教育委員会事務局

社 会 教 育 課
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図版 1 lri ´
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昭和43年 の古墳― 南 よ りみ た

H召 和43年 の古境一 北 西 よ りみ た

昭千口45年墳 卜■の Jヒ 慣」が肖1ら 才した1人 ツ兄



昭和46年 11月 調査直前一西側 より

調査 終 了後 の古墳



図版 H 発掘スナ ップ
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図版Ⅲ 外部構造

南東面の葺矛f全景

南東面の葺石― 東 よ り
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図版 Ⅳ 内部構 造
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図版 V 遺物の出土状況
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眉庇付冑

れ
!1庇

付冑の側 面金 el・l装 の 1部



レ
　

　

ヽ

喘庇付冑の胴巻金鋼板・管・受鉢

錮
‐勒

ム1庇 付冑の銀の 1部  金銅装 下 は銀の右袖

鷲   ‖

眉庇付冑の銀の鉄板 局



，
　
　
　
　
　
　
　
い
″

鉄斧、 lL、 撃

●喩

●1爆

Ｅ

Ｅ

Ｅ

鑢

Ｉ

磁

鹿

層

麟

剣.矛



iri弧 文鹿∫rl装  (剣 につ く)

●

１

太 刀



|ltllllll.|||

平 根鏃

Ｌ

Ｉ

１

１

１

１

１

■

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

ニ

ァ

Ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｅ

Ｉ

‐

鉄鏃κ l



:こ

鉄鏃M3 他



埴 輪Ml

埴輪厖 6

●

埴 輪底部 片



妙 前 大塚 (3号 )古 墳
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